
アルジェリア政治・経済月例報告 

（２０１６年８月） 

 

平成２８年９月 

在アルジェリア日本国大使館 

 

１． 内政 

● 改正軍人基本法の公布 

３日、改正軍人基本法が公布された。いかなる場所、いかなる状況でも国の

名誉及び尊厳を傷つけ、また政府や軍事機構のイメージを損ねる退役軍人によ

る公的発言を終身禁止し、万が一公的発言を行った場合は、勲章剥奪、階級引

き下げ及び公的機関による告訴の対象となると定められた。 

 

● 改正投資法の公布 

３日、アルジェリアが経済多角化を目指す経済改革の一環として改正投資法

が公布された。出資５１／４９規制については、同法での規定は削除されたが、

２０１６年予算法で規制されていることから引き続き外国投資家に対して要求

される。また、国家が外国株主の譲渡における優先的買受け権を保有すること

にも変更はない。一方で、工業に加え，観光業及び農業で有益と認められたも

のに関しては、通常の消費税の免除を含む免税や関税の撤廃に加え、最上級の

優遇措置がとられ、また、アルジェリア国家全体の経済に資すると見做されれ

ば、優遇期間を１０年間に延長できる等の特別待遇が認められることとなった。

加えて、投資プロジェクトを管理する組織を新たに設置することとなった。 

 

 

● ８月２０日殉教者記念日のブーテフリカ大統領のメッセージ 

殉教者記念日である２０日、ブーテフリカ大統領はアルジェリア国民にメッ

セージを発出した。今日アルジェリアが直面する多くの課題に対し、国民に共

通の努力を強固にしていく機会を与える旨誓った他、国内治安の安定化を弁護

し、経済成長に向けて働くことを誓った。また、国家運営の中で犯されたミス

により国が最も困難な時代を迎えたと評価した上で１９８０年代についても取

り上げた。 

 

２． 外交 

● ラマムラ外相の次期ＡＵＣ委員長立候補の可能性 

報道によれば、キクウェテ前タンザニア大統領及びラマムラ・アルジェリア



外相がバティリ元セネガル外相とともにズマＡＵＣ委員長の後任候補として立

候補する。ラマムラ外相の立候補の可能性は高くなっており、これにより西サ

ハラ問題に関するＡＵのコンセンサスを揺るがそうとするモロッコは封じられ

ることになると予想される。モロッコ外務省アフリカ局が作成した対外秘の文

書には、ラマムラ外相がＡＵＣ委員長に当選すればモロッコにとり大きな問題

となり、西サハラ問題に関するモロッコの立場に対して長く困難な挑戦が始ま

ることとなると記されている。 

 

● アルジェリア・モロッコ関係 

 ２０日、ブーテフリカ大統領が「モロッコ国王・国民革命記念日」に際して

モハメッド６世国王に対して祝電を発出するなど、これまで冷却化していたア

ルジェリア・モロッコ関係に変化の兆しがみられる。ブーテフリカ大統領は、

「モロッコ国王・国民革命記念日」および「青年の日」に際して、モハメッド

６世モロッコ国王に対して祝電を発出し、両国民をつなげる友好関係と団結を

強化するための不変の決意を改めて表明した。  

 

３． 治安 

● ニハールちゃん誘拐・殺害事件 

ティジ・ウズ県にて７月２１日から行方不明となっていたニハールちゃん（４

歳、女児）が２日、自宅からほど遠くない場所で遺体となって見つかったと共

和国検事が４日発表した。現地で憲兵隊が頭蓋骨及び衣服を発見し、国立犯罪

学・犯罪科学学院がこれらをＤＮＡ鑑定した結果、遺体がニハールちゃんであ

ることが発覚した。共和国検事は事態の重大性及び保秘の観点から事件の詳細

について述べなかった。ニハールちゃんは町の中で行方不明となり、また、拉

致及び殺害の犯人の名前もわかっておらず、疑問が多く残っている。 

 

● ＡＱＩＭのジュンド・エル・カリファ残党への呼びかけ 

報道によれば、ＡＱＩＭは「和解」作戦と称し，ジュンド・エル・カリファ

の残党を懐柔すべくＥメールにて呼びかけを行った。ジュンド・エル・カリフ

ァは元々ＡＱＩＭ傘下の組織であったが、２０１４年にイスラム国へ忠誠を誓

う旨発表していた。治安部門高官によれば、過去ＡＱＩＭリーダーであるドゥ

ルクデルはジュンド・エル・カリファとの宗教対話も拒否していたが、アルジ

ェリア治安部門によるテロ掃討作戦により力を失っており、また新たにテロリ

ストとなることを望む人がいないことにより、ジハーディズムの生き残りをか

けて「和解」作戦を決行した。現在ジュンド・エル・カリファ残党は３０名未

満であり、今回の「和解」作戦により１０名のメンバーがＡＱＩＭへ加盟した



ことにより、ジュンド・エル・カリファは近いうちに消滅するであろう。 

 

● 麻薬統計 

各紙がアルジェリア国立麻薬対策局による２０１６年上半期の麻薬・薬物に

関する摘発・押収データを報じたところ、以下のとおり。対応した麻薬・薬物

事案の総数は１５，３２８件（昨年同時期比＋６０．５７％）であり、内訳は

麻薬・薬物取引３，７８０件，麻薬・薬物所持・消費１１，５４１件、大麻・

アヘン栽培４件となっている。逮捕者総数は１９，６８２（昨年同時期比＋５

３．１９％）であり、うち大麻樹脂取引４，１３０人，向精神薬取引２，１７

０人となっている。麻薬・薬物常習者に関しては、２６歳から３５歳が１，９

６５人、３５歳以上が９９４人、１５歳未満２７４人であり、独身者３，８９

５人、既婚者１，２８２人、女性４１６人となっている。また常習者の５６．

２８％が無職、１０．３％が学生である。常習者５，３５０人が医療ケア乃至

治療を受けたが、そのうち約４０％が１６歳から２５歳の年齢層に属する。 

 

４． 経済 

●「グローバル・イノベーション・インデックス」報告書 

 １６日、世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）は、世界各国におけるイノベーシ

ョンをめぐる様々な要素を比較した２０１６年度版の「グローバル・イノベー

ション・インデックス」を発表した。同報告書において、アルジェリアは調査

対象国１２８位中１１３位となった（前年は１４１カ国中１２６位）。 

 

●１月-７月の貿易額 

  アルジェリア関税局・国家統計情報センター(ＣＮＩＳ)が発表した統計に

よると、１月-７月の輸出額は１５１億７，０００万ドルを計上し、対前年同期

比３１．４８％となった（前年同期は２２１億ドル）。輸入額に関しては２７７

億ドルを計上し、対前年同期比１４．１４％減となった（前年同期は３１５億

３，０００万ドル）。輸出相手国上位５カ国は、１位がイタリア（２９億９，０

００万ドル）、２位がスペイン（２０億８，０００万ドル）、３位がフランス（１

４億７，０００万ドル）、４位がアメリカ（１０億９，０００万ドル）、５位が

カナダ（９億９，４００万ドル）となった。 

 

●１月-７月の自動車輸入額 

税関当局の発表によると、２０１６年１月-７月の自動車輸入額は７億６，８

００万ドルで、対前年同期比６８％減となった（前年同期は２４億ドル）。輸入

台数に関しては、５万３，３５６台で、対前年同期比７３．７４％減となった



（前年同期は２０万３，１７４台）。輸入台数上位６メーカーは以下の通り。 

  メーカー     輸入台数       輸入額 

１．ルノー   １万９，０５８台  １億７，６００万ドル 

２．プジョー    ９，４５８台    ９，４００万ドル 

３．ＶＷ      ５，７１８台    ８，１５０万ドル 

４．キア      ３，３０１台    ２，８００万ドル 

５．日産      ２，２８６台    ４，３００万ドル 

６．トヨタ     １，１６３台    ２，４００万ドル 

 

５． 我が国との関係 

● メサヘル大臣のＴＩＣＡＤ参加 

 ２８日、ＴＩＣＡＤⅥにブーテフリカ大統領の名代として参加したメサヘ

ル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟大臣は、ケニヤッタ大統領と会談し、ブーテ

フリカ大統領からの書面メッセージを手交した。同大臣はケニヤッタ大統領に

対して、ＴＩＣＡＤの成功とケニア・アルジェリア関係の強化への決意につい

てのブーテフリカ大統領による完全なる支持がある旨述べた。また、同大臣よ

り、１１月にナイロビで開催される第１回ケニア・ナイジェリア合同委員会の

準備状況を説明した。この他、会談では、アフリカの角、リビア、西サハラ等

の地域の治安、次回ＡＵ総会等につき議論された。また同日、メサヘル大臣は、

ジュグノート・モーリシャス首相と会談し、ブーテフリカ大統領のメッセージ

を転達した。同大臣は、二国間関係強化への意欲・決意を伝えるとともに、ア

フリカの状況・課題につき議論し、アフリカ内及び国際場裡での協調の強化で

一致した。 

 

＜アルジェリア要人の外国訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

８月２日 インドネシア ブシュアレブ産業・鉱業

大臣 

第１２回世界イス

ラム経済フォーラ

ムに出席 

８月８日 チャド メデルシ憲法評議会議

長 

大統領就任式に出

席 

８月２７日 ケニア メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣 

ＴＩＣＡＤⅥに出

席 

 

 

＜外国要人のアルジェリア訪問＞ 



日付 国 氏名・肩書き 目的 

８月２０日 ニジェール バズーム国務・内務・治

安・地方分権・儀典・宗

教大臣 

セラル首相、ラマム

ラ外務大臣、メサヘ

ル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大

臣、アイッサ宗教大

臣、ベドゥイ内務大

臣と会談等 

８月２４日 国連 アナディフ国連事務総

長特使兼国連マリ多元

統合安定化ミッション

(ＭＩＮＵＳＭＡＵ)代

表 

セラル首相、ラマム

ラ外務大臣、ブーテ

ルファ・エネルギー

大臣と会談等 

８月２７日 中国 李中国・アラブ経済フォ

ーラム担当大使 

ラービヒ外務省次

官と会談等 

８月３０日 パレスチナ アブ・マズーク・ハマス

副代表 

サアダニＦＬＮ（国

民解放戦線）党首と

会談等 

 

（了） 


